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事業者名 春日電気株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

電気工事・電気通信工事を通じて需要者に対し、安全・安心なインフラストラクチャを提供し、事業活動を通
じ新たな経済的・社会的価値を生み出すとともに、グローバルベースで社会の持続的な発展に貢献してい
きます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野
に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および
更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取
組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

資源循環の推進
石綿作業主任者
2023年　8名　-> ２０２６年　10名

社会

経済

環境

資格保持者の増加
第一種電気工事士
202３年　15名　->　2026年　18名

社会

経済

環境

安全で健康的な労働環境の提供
ストレスチェック高ストレス者の減少
202３年　２名　->　2026年　1名

社会

経済

取引先、協力会社を含めて現場の安全施工に関わる会議や現場パトロールの実施、情報セキュリティに関す
る勉強会等を実施し、様々なインシデント発生がステークホルダーに及ぼす影響を周知している。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

適切な産廃の実施、石綿作業主任者8名
修了。

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

資源循環の推進

廃棄物の分別リサイクルの徹底を行い、
蛍光灯、PCB、アスベスト等有害化学物
質が含まれるものは、適正な処理を実施
する。

現場案件単位で実施している。アスベストに関しては石綿作
業主任者を取得させ、石綿の適切な管理と廃棄により、環境
への負荷を減らし、持続可能な消費と生産を促進している。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

第一種電気工事士
2021年　10名　->　202４年　15名

前期の指標に対する実績

資格保持者の増加

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

積極的に受験を促し、技術者増加を図っている。

三側面
（分野に☑）

年2回の個別面談の実施での状況ヒアリングや職場スポーツ
テストの導入にて身体状況の確認を行い、自己意識年齢と身
体年齢を把握することにより、各種業務への取組み方を考
え、無理のない範囲での業務遂行を推奨している。

2024年10月実施
高ストレス者　2名　と減少

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2024年申請時点14名取得

安全で健康的な労働環境の提供
ストレスチェック高ストレス者の減少
2021年　6名　->　202４年　3名

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


